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小浜市について
 小浜市は、福井県の南西部に位置しており、日本海側唯一の大規模な
リアス式海岸である若狭湾とその内湾である小浜湾に面している。

 小浜市の総面積は232.87 km2 。そのうち、森林面積は183.58km2と約
８割を占める。

 人口は28,075 人（2023年8月現在）。第3次産業への就業者割合は
66.9％を占め、なかでも観光産業が基幹。海や水産業は貴重な観光資
源となっている。

小浜市

小浜湾



日本で最初に象がやって来たまち

小浜はかつて大陸からの文化の玄関口であった。

小浜

京都

奈良

「海の奈良」と呼ばれ、多くの文化財が残されている。



御食国（みけつくに）

みけ＝天皇家の食物

豊富な魚介類や塩が献上された。

飛鳥から奈良時代、
小浜を中心とした若狭地域は

と呼ばれた。



↓

「海」は小浜の経済循環の要である。

豊富な海の幸と、それらをもとに
した伝統的な加工食品の数々は、
美しい景観とともに、現在も
多くの観光客を惹き付けている。



漁獲量（t）

漁業の現状
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１９６３（Ｓ３８）年 撮影：国土地理院（国土変遷アーカイブHP)

藻場の分布範囲（推定）約600ha

藻場の変遷（推定）

小浜市海のまちづくり協議会 2013年資料より



２００４（Ｈ１６）年 撮影：国土地理院（国土変遷アーカイブHP)

1997年の藻場（概算内訳）
アマモ場■      ：  25 ha
ガラモ場等■      ：131 ha

資料：（県）藻場分布調査成果
埋立・人工護岸化

156ha藻場の分布範囲 藻場面積（推定）の変遷
1963年 約600ha

1981年 約400ha

2004年 156ha



活動組織概要

• 名称 小浜市海のゆりかごを育む会

• 範囲 小浜市全域

• 活動 藻場（アマモ場・ガラモ場）保全・漂着物処理

• 構成 市内全漁家組合員・小浜市漁業協同組合

一般社団法人うみから   

若狭高校海洋科学科

  福井県立大学海洋生物資源学部

  小浜市地域おこし協力隊 など
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会の沿革

小浜市海のゆりかごを育む会

アマモ場・藻場保全・漂着物処理・学習活動

海のゆりかごを育む会

海のゆりかご
を育む会

うまし漁村の
会

小浜市豊かな
海の森を育て

る会

小浜市豊かな
海の森を育て

る会
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2017年

2015年

2013年



活動に至った経緯
高校生のアマモ場保全活動から始まる（2004年）



播種シート法による定植

05
04

07
06

08



13

13

13

14

14

14

14

15 15

15

15

07

06

05

08

14

10

09

04 13
12

11

育苗キットによる啓発と定植



定植したアマモはどうなった?
 播種シートは冬の荒波で消失

 育苗キットはテトラポット内側の一ヶ所で繁茂



2010年夏 高水温が続き全滅



天然アマモ場の衰退

2008年秋
消滅

2014年
消滅

2010年頃
消滅



2012年 アマモサミット開催

高校・大学・NPO・漁協・漁業者・
行政などで実行委員会を作る



2013年海のゆりかごを育む会結成

 漁船を使って沖合に敷設できる

 海水温上昇、波浪の影響を受け
にくい

 水産多面的機能発揮対策事業で
予算確保

 ダイバーなしでできる方法へ移行

（高校の統廃合でダイビング部が
縮小）

実施主体が高校生から漁業者へ
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ゾステラマット法での定植

15,16,17,

18,19,20

http://www.fukuishimbun.co.jp/modules/news0/photos/20131114204531_1809831807.jpg

http://www.fukuishimbun.co.jp/localnews/society/46980.html


2016年5月末のモニタリング
甲ヶ崎A 甲ヶ崎B

仏谷A 仏谷・天然



2017〜20年 集中的に敷設



比較的順調に成長

3年前のゾステラマットでも、引き続き生育が見られた
ゾステラマットの外にも若干広がっているようだった



2021年
 予算縮小・人員不足等から

 ゾステラマットの敷設を中止

 組織体制・定植方法の見直しへ

2022年
 県立大学に先端増養殖学科新設

 それに伴い、アマモの専門家が赴任

 周辺地域を含め、共同で潜水調査を開始



2022年6月調査結果



2017〜20年 集中敷設地域



湾口側に大規模な天然藻場



2023年6月 モニタリング
2017〜20年 集中敷設地域

湾口部の天然アマモ場も縮小傾向との報告あり



今後の方向性



ご清聴
ありがとう

ございました。

保全活動は新たな段階へ


	Slide 1: 小浜湾でのアマモ場 保全活動について  -R5年度水産多面的機能発揮対策講習会- 　事例発表資料　
	Slide 2: 小浜市について
	Slide 3: 小浜はかつて大陸からの文化の玄関口であった。
	Slide 4
	Slide 5
	Slide 6: 漁業の現状
	Slide 7
	Slide 8
	Slide 9: 活動組織概要
	Slide 10: 会の沿革
	Slide 11: 活動に至った経緯
	Slide 12:  播種シート法による定植
	Slide 13: 育苗キットによる啓発と定植
	Slide 14: 定植したアマモはどうなった?
	Slide 15: 2010年夏　高水温が続き全滅
	Slide 16: 天然アマモ場の衰退
	Slide 17
	Slide 18: 2013年海のゆりかごを育む会結成　
	Slide 19: ゾステラマット法での定植
	Slide 20: 2016年5月末のモニタリング
	Slide 21: 2017〜20年　集中的に敷設
	Slide 22: 比較的順調に成長
	Slide 23: 2021年
	Slide 24: 2022年6月調査結果
	Slide 25
	Slide 26: 湾口側に大規模な天然藻場
	Slide 27
	Slide 28: 今後の方向性
	Slide 29: 保全活動は新たな段階へ

